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要         旨 

 

近年の微細加工技術の進歩により、微細加工表面での濡れ性が注目され

ている。その一方、親水性の微細加工表面で見られる浸透現象の理解は、

物理学からも応用・工業的な面からも重要であるが、しかし、未だに包括

的な理解には到達していない。 

 

当該学位論文では、親水性の微細加工表面における浸透現象の中でも最

も基本的な毛管現象に着目し、（１）フナムシの脚およびその模倣表面へ

の浸透現象、および、（２）Open-capillary（開毛管）への毛管上昇、の

二つの現象を実験および理論を用いて研究した。フナムシの研究では、フ

ナムシの脚に存在する天然の「微細加工表面」での浸透現象が特異な浸透

動力学を示すことを発見し、これを模倣した表面を用いて実験し、その結

果を理論的に説明した。側面が開いた毛管の研究では、テクスチャー表面

への浸透現象を研究し、シンプルなスケーリング法則が広い領域で成立す

ることを確認し、応用への指導原理として利用可能な式として提示した。 

 

 当該審査委員会は、この学位論文を、微細加工表面での濡れ性に関し

て、基礎から応用まで幅広い側面を研究し、その結果、広い領域でインパ

クトを持つ結果を導いた優れた研究成果であるとして、高く評価した。 
 
 平成２８年 1 月 12 日に開かれた審査委員会において、申請者が博士論文の内

容を詳しく説明すると共に申請者と審査委員との間で質疑応答が行われた。同

年 2 月２４日に行われた最終試験では、申請者による口頭発表が行われ、さら

に研究背景に関する質疑応答が行われた。その結果、谷茉莉の学位論文の研究

内容は優れており、研究背景の認識も十分であると判定され、質疑応答による

最終試験にも合格した。 
 
 以上の理由から、本審査委員会は谷茉莉に対して、理学（博士）、Ph. D.  in 
Physics の学位を授与することが妥当であると判断した。 
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インターネット

公表 

○ 学位論文の全文公表の可否（ 否 ） 

 

○ 「否」の場合の理由  

ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 

ウ．出版刊行されている、もしくは予定されている 

○エ．学術ジャーナルへ掲載されている、 

もしくは予定されている 

オ．特許の申請がある、もしくは予定されている 

 

※ 本学学位規則第２４条第４項に基づく学位論文 

全文のインターネット公表について 



 


